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要       約 

これまでの漁獲統計では、東北におけるヤナギムシガレイの漁獲量には増加期と減少期

がある。近年では 1995年から増加が見られ、1998、1999年に過去最高を記録した。しか

しながら、2000年にはそれらの年の約 1/2に、2001年には 1/3となった。2002年には若

干増加したが、資源は減少傾向にあると考えられる。 

資源管理基準と標準的漁獲制御ルール（平成 15 年度）１－３）－（３）に基づいて

Flimit=0.8 × 30%SPRとし、この時の漁獲量を ABC limitとした。また、Ftarget=Flimit 

×0.8とし、このときの漁獲量を ABCtargetとした。 

 

（水準・動向） 

水準：中位  動向：減少 

 

１．まえがき 

ヤナギムシガレイは体長 35cm ほどに達する中型の異体類で、北海道南部以南の日本各

地から黄海、渤海および東シナ海の水深 400ｍ以浅の砂泥域に分布している。本種は干物

としての産業的価値が高く、特に抱卵している雌を軽く干したものは「子持ちヤナギ」と

よばれ人気が高い。太平洋北部海域においては主に底びき網によって漁獲され、沖合底び

き網漁業における漁獲量は 1970年代前半には 200トンを超えていたものの、1980年代後

半から 1990 年代前半には 20 トン以下にまで減少した。1990 年代後半から再び増加し、

1998、1999年には 200トンを超す漁獲を記録したが、2000年以降には再度減少している。

2004年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABC limit 83トン 0.8F30% 0.27 20%

ABC target 68トン 0.8・0.8F30% 0.22 17%

F値は各年齢の平均値

管理目標への達成年は概ね5年とする。

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） F値 漁獲割合

2001 411 133 0.56 32.4%

2002 443 173 0.67 39.1%

2003 416

年は暦年、F値は各年齢の平均である。













Na,y =Na+1,y+1 exp(M)+Ca,y exp (M/2) 

ここで Na,yは y年における a歳魚の資源尾数、Ca,yは y年における a歳魚の漁獲尾数

である。最近年(2002年)、最高齢（プラスグループ）および最高齢－１歳魚の資源尾数

は以下の式で求めた。 

Na,2002=Ca,2002 exp(M/2)/(1-exp(-Fa, 2002)) 

N5+,y＝C5+,y/(C5+,y+C4,y) × N5+,y+1 × exp(M)+C5+,y × exp(M/2) 

N4,y=C4,y/(C5+,y+C4,y) × N5+,y+1 × exp(M)+C4,y × exp(M/2) 

ターミナル Ftを除く漁獲死亡係数 F値の計算は以下の式で求めた。 

Fa,y=-ln(1-(Ca,y exp(M/2) /Na,y)) 

最高齢の Ft は最高齢－１齢魚

の Ft と等しくなるように探索的

に求め、それ以外の Ft は過去３

年間の平均値とした（表４）。 

また、ヤナギムシガレイは 20

年以上生きることも報告されて

いるが、少なくとも年齢査定を行

った 1,034 個体すべては 10 歳以

下であり、ほとんどの個体が 10

年以内に死亡すると考えられる。

そこで寿命を 10 年と仮定し、田

内・田中の式（田中 1960）より自

然死亡係数は 2.5/10=0.25 で一定

とした。 

ヤナギムシガレイの体長や体

重には雌雄差があるので、上記の

とおり求めた年齢別資源尾数に

４歳以下は雌雄の比を 1:1 とし、

５歳以上はすべて雌として体重

を乗じ、資源重量を求めた（表５）。 

 

（５） 資源水準・動向の判断 

沖合底びき網漁業の漁獲量と CPUEの変化から資源量は 1996～2000年にかけて高位

であったと考えられるが、その後大幅に減少している。それでも低水準と考えられる

表２．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの年齢別漁獲尾数（千尾）

年齢 1998 1999 2000 2001 2002

1 1,445 246 32 715 354

2 2,612 1,625 186 215 761

3 543 1,060 1,484 59 380

4 187 199 423 364 114

5以上 16 41 57 152 136

合計 4,802 3,171 2,182 1,505 1,744

表３．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの資源尾数（千尾）

年齢 1998 1999 2000 2001 2002

1 8,101 1,082 1,734 4,503 2,531

2 5,780 5,034 625 1,322 2,876

3 1,048 2,196 2,486 323 840

4 293 337 775 627 199

5以上 24 69 104 262 237

合計 15,247 8,718 5,725 7,036 6,683

注）コホート解析による推定値。

表４．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの漁獲死亡係数

年齢 1998 1999 2000 2001 2002

1 0.23 0.30 0.02 0.20 0.17

2 0.72 0.46 0.41 0.20 0.36

3 0.89 0.79 1.13 0.23 0.72

4 1.28 1.11 0.96 1.07 1.05

5以上 1.28 1.11 0.96 1.07 1.05

平均 0.88 0.75 0.70 0.56 0.67

注）コホート解析による推定値。

表５．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの資源重量（トン）

年齢 1998 1999 2000 2001 2002

1 175 23 38 97 55

2 361 314 39 82 179

3 124 259 293 38 99

4 52 60 138 112 36

5以上 8 21 32 81 74

合計 720 678 541 411 443

注）資源尾数に各年齢の平均体重（６月）を乗じたもの。

性比は1:1と仮定し、５歳魚以上の個体はすべて雌とした。









 

（６）過去の管理目標・基準値、ABC(当初・再評価)レビュー 

 再評価の結果、2003年の ABCは当初に比べて低くなった。これは資源評価手法を変え

たためである。昨年の資源評価では漁獲量の平均値に係数をかけていたが今年は年齢別の

資源量を推定した。資源量推定の結果、資源を回復させるためにはさらに漁獲圧を下げる

必要があることが明らかになり、再評価のような数値になった。 

 

７．ABC以外の管理方策への提言 

 ヤナギムシガレイの漁獲量は大幅に変動しており、特に一度増加した後の減少は非常に

早い。1990年代後半には複数年続けて卓越年級が発生したことが明らかになっており、そ

の効果で漁獲量も増加したが、それが次世代には続いてはいないようである。このままで

は再び 1980年代後半から 1990年代前半の低水準期が長期間続く、といった事態に陥りか

ねない。1990年代後半の卓越年級は親魚としていくらか残っていると考えられるので、そ

れらが残す若齢魚を手厚く保護することが急務であろう。 
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